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　　　 2015 年 1 月 18 日に毎年恒例の冬の人数調査を行いました。今年も例年
通り札幌市からの業務委託を受けたため札幌市役所（集合場所）を起点

とし、A.M.3:30 よりスタートして市内全域を調査して回った次第です。当日は風がごうごうと吹きすさぶあ
いにくの天気で、路上生活者の数は普段より大きく減少するのではないかと懸念されたものの、45 名という
一定の傾向にそった調査結果となりました。
　今回、これまでと違う点がふたつありました。 ひとつは、これまでに調査を行っていた範囲を見直し、より
網羅的にカウントして回ることを心がけたことです。これまで１班に任せていた区画を二つに割り、網の目の
細かい行路を組んだのです。さらに、これまでの反省から駅のシャッターが開く時間帯にもカウントができる
ように、郊外の主要な駅を回るグループは A.M.4:30 からのスタートにしました。二点目は、調査参加者がと
ても多くなったことです。Facebook、友の伝等々がうまく機能し、42 名ほども集まりました。これにより必
要人員の増えるコース変更も当初の予定通り行うことができ、効果的な人数調査が可能となりました。また、
そのほとんどが初参加者であることからホームレスに関する問題について意識化することができたように思い
ます。参加者だけでなく調査以降も波及効果から問い合わせがあり、人数調査が本来の目的に加えて労福会に
プラスに働いていることは喜ばしいことでした。
細かな分析として 2012 年度を除けば、夏・冬ともに厳
密な意味での単純な減少傾向にあることが半ば事実とし
て考察されます。そしてこれらの減少率はある程度一定
の割合に近似されると言えます。グラフにも示したよう
に、毎年１０名程度の減少ですが、その１０名の行方に
ついては改めて考えてみるべきでしょう。（小山田伸明）
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　今回の炊き出しは、札幌市民ホールにて札幌司
法書士会との共催で行いました。運営には 30 人ほどが集

まり、皆さん手慣れた感じで仕事をしていただき、時間通りに開催
することができました。厳寒の中、炊き出しに訪れた方は 33 人でした。例

年より人数が少なめでしたが、前週の夜回りで、ホームレスの方々に告知するビラ
を配布できなかったこと、また 3 月初週だったので生保受給者が少なかったことが要因かと

思われます。
　食事の提供以外には、前回と同様、散髪、衣料配布、今回は、法律クイズや相談も行いました。合間の時間には、
炊き出し初参加者がホームレスの方々と話しができ、いつもの夜回りの時より長い時間話すことができよかっ
たと思いました。全体としては、大きなトラブルもなく運営することができましたが、炊き出しがやや形式化
しているのではないかと思いました。もう一歩踏み込んで「ホームレス」問題を考えるための勉強会を行い、ホー
ムレスの方々とのより長い対話の機会を設け、話をよく聞き、信頼を得ていくことが大切だと思いました。
事前の打ち合わせが不十分な中、ご協力いただいた皆様、散髪をしていただいた及川さん、事前準備をほとん
ど行ってくださった司法書士会の皆様に御礼申し上げます。今回参加されなかった皆様、次回の炊き出しには
参加していただければと思っています。（関本幸一）
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新
規 会 員

よしとも
労福会では、夜回りや炊き出し、コミュニティハウスの見学などを通して、路上生活を送る方や彼
らをサポートする方と実際に関わる機会を頂きました。これらの活動から、こんなにも身近に路上
生活を送る方がいて、様々な生活背景や思いを抱えながら生きていること、また彼らをサポートす
る方の関わりを、一部ではありますが知ることができました。私は以前よりも、身近な社会問題に
関心を持つようになり、明確な答えは出ませんが、その人らしく生きることはどういうことかを考
えるようになりました。これは、労福会の活動に参加したからこその変化であり、学生の間に本当
に貴重な体験をできたと思っています。（吉田知代）

せっきー
はじめは、労福会がただホームレス支援をしている団体だとしか思っていませんでした。しかし、
実際に活動してみると、私生活では考えることがないことを考えることがたくさんあります。そん
な興味深いことを考える機会をくれる労福会は、私にとってはとても魅力的です。（関本幸一）

ひらいわっち
本当にちょっとしたきっかけで、労福会の活動に参加し、初日には会への正式な入会を決めた。
路上生活者への支援の在り方、路上生活の捉え方、労福会のような支援団体が抱える矛盾、貧困問
題の表出化、レールから一度外れると人生の建て直しが困難な日本という国の社会システムなど、
考えるべき事柄は山積しており頭が痛い。
だが、向き合い続ける価値と責任がある。これは一部の人間の問題ではなく、「日本人」の問題であ
る。（平岩秋空）
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の 紹 介

あべちゃん
私は、あるきっかけで労福会の夜回り活動の存在を知り、夜回りに参加したのがきっかけでした。
夜回りを通じて様々な路上生活者の方と話してみたり、労福会のメンバーの方にお話しを聞いたり
する中で、この活動は社会における様々なことを考える機会になっています。（阿部汐紗）

いけぽちゃ
  労福会の活動に参加すること四ヶ月半。最初は想像もできなかった路上生活でしたが、やっと身近
に感じられるようになってきました。夜回りで見えてきた路上生活の実態、人数調査で少しだけ体
感したその辛さ。「知らないと見えないこと」、そして「見えないと感じられないこと」とはあるも
のだな、と思います。先輩方のご指導のもと、楽しく学ぶことができました。まだまだ分からない
ことばかりですが、今後も参加を続ける中で自分なりに支援について考えてゆきたいです。（池百代）

NO  NEWS  IS  GOOD  NEWS.......
ばっしー（小林直史）
よっしー（吉永なつみ）

たいらたん
新聞社に務め、事件を担当しています。印象に残った事件は、再び服役しようとした元受刑者が窃
盗などの罪を繰り返す再犯です。貧困などが原因で生活に苦しみ、自ら服役することを願うことから、
一部の捜査関係者からは「志願兵」と呼ばれています。何故、そこまで追い詰められてしまったの
かと疑問に感じ、2 年前に志願兵の支援をしたという労福会の活動に参加しました。労福会を通じ
て様々なことを学び、取材に生かしたいと考えています。（平良孝陽）
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求人
募集：事務局長 ( 学生、社会人可 )
年齢：不問
経験：あれば優遇
時間：24 時間 / 日
給与：無し
休日：無し
勤務地：札幌市内、出張あり

女性も活躍中の職場です！
明るく働きやすい雰囲気です♪

問い合わせ先：労福会


